
王
夫

之
の
死
生
観

1
気
の
善
悪
を
め
ぐ
っ
て
－

海
老
江
　
　
康

二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
序

　
晩
年
の
孤
居
に
よ
っ
て
船
山
先
生
と
呼
ば
れ
る
王
夫
之
（
1
6
1
9
－

1
6
9
2
）
は
、
明
末
清
初
の
動
乱
の
中
、
中
国
文
化
の
重
い
伝
統
を
承

け
継
ぎ
っ
っ
、
如
何
に
し
て
人
間
ら
し
く
生
き
る
か
、
を
模
索
し
た
思
想

家
の
一
人
で
あ
っ
た
。
本
稿
は
王
夫
之
の
思
想
の
中
の
死
生
観
に
つ
い
て
、

そ
の
一
端
を
考
察
し
て
み
た
い
。
も
と
よ
り
そ
れ
は
、
世
界
観
に
お
け
る

根
元
的
な
有
機
体
論
と
機
械
論
、
循
環
論
や
目
的
論
、
あ
る
い
は
弁
神
論

的
問
題
等
々
、
よ
り
精
細
広
範
に
論
ず
べ
き
問
題
を
は
ら
ん
で
い
る
が
、

こ
の
小
論
で
は
手
に
余
る
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
資
料
と
し
て
晩
年

の
定
論
と
も
言
え
る
『
張
子
正
蒙
注
L
の
太
和
篇
第
三
章
の
注
な
ど
に
よ

っ
て
、
気
の
循
環
に
お
け
る
善
悪
の
問
題
を
中
心
に
考
察
す
る
に
止
ま
ろ

う
。　

　
　
一
　
く
唯
心
主
義
的
雑
質
V
に
つ
い
て

　
清
末
の
滅
満
興
漢
運
動
期
に
お
け
る
く
華
夷
論
V
へ
の
影
響
を
除
き
、

歴
史
的
影
響
力
は
皆
無
に
近
い
王
夫
之
で
あ
る
が
、
今
日
の
中
国
で
は
、

中
国
思
想
史
上
、
宋
明
学
の
止
場
者
と
し
て
、
ま
た
唯
物
論
的
弁
証
法
的

思
想
の
持
ち
主
と
い
う
観
点
か
ら
、
王
夫
之
は
、
前
近
代
中
国
の
思
想
家

の
中
で
は
、
第
一
と
も
い
う
べ
き
極
め
て
高
い
評
価
・
位
置
づ
け
が
与
え

ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
ま
た
、
王
夫
之
の
思
想
に
含
ま
れ
る
、
中
国
十
七

世
紀
と
い
う
科
学
の
未
発
達
な
ど
に
よ
る
所
の
、
い
わ
ゆ
る
時
代
的
制
約

や
、
中
小
地
主
階
級
出
身
な
が
ら
の
階
級
的
制
約
と
呼
ば
れ
る
よ
う
な
問

題
点
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
一
端
を
、
王
夫
之
研
究
の
古
典
の

一
っ
で
あ
る
稚
■
文
甫
氏
の
『
王
船
山
学
術
論
叢
L
に
収
め
ら
れ
て
い
る
コ
土

船
山
的
唯
物
主
義
思
想
及
其
唯
心
主
義
的
雑
質
」
の
要
旨
を
挙
げ
て
、
紹

介
し
て
お
こ
う
。

　
稚
文
甫
氏
は
、
王
夫
之
の
く
唯
物
主
義
思
想
V
と
し
て
、
次
の
四
点
を

あ
げ
て
い
る
。
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第
一
は
、
三
統
五
徳
説
や
天
人
感
応
論
等
の
迷
信
的
な
神
秘
思
想
に
反

対
し
た
こ
と
。
第
二
は
、
万
法
唯
心
説
や
虚
無
を
主
張
す
る
仏
教
．
老
荘

思
想
を
批
判
し
、
物
質
世
界
の
真
実
性
と
永
恒
性
を
肯
定
し
た
こ
と
。
第

三
は
、
道
と
器
・
理
と
気
に
お
い
て
、
唯
器
論
・
唯
気
論
の
立
場
を
と
っ

て
い
る
こ
と
。
第
四
は
、
絶
欲
を
説
か
ぬ
理
欲
論
、
ま
た
理
勢
合
一
・
体

用
合
一
・
常
変
合
一
の
主
張
な
ど
、
が
く
唯
物
主
義
V
と
し
て
評
価
さ
れ

た
。　

稚
文
甫
氏
に
よ
る
王
夫
之
の
く
唯
心
主
義
的
雑
質
V
と
し
て
は
、
第
一

は
、
王
夫
之
の
「
気
」
が
非
物
質
的
要
素
を
含
ん
で
い
る
こ
と
。
第
二
は
、

社
会
制
度
か
ら
治
乱
の
歴
史
に
い
た
る
ま
で
、
天
理
の
支
配
を
み
る
と
い

う
、
天
理
史
観
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
、
の
二
点
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

　
以
上
の
樒
文
甫
氏
の
指
摘
は
、
〈
唯
物
主
義
・
唯
心
主
義
V
等
の
概
念

規
定
や
価
値
評
価
の
観
点
の
導
入
は
別
と
し
て
、
王
夫
之
の
思
想
の
特
質

を
明
示
し
て
い
る
と
一
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
も
と
よ
り
王
夫
之
の
思
想
内
容

と
し
て
は
、
こ
れ
に
加
え
て
、
綱
組
化
生
論
と
性
命
の
日
生
論
、
ま
た
人

禽
の
異
を
説
き
人
間
の
主
体
性
・
能
動
性
を
強
調
す
る
人
性
論
乃
至
人
問

論
、
或
い
は
主
客
統
合
の
認
識
論
、
さ
ら
に
ま
た
倫
常
秩
序
の
確
立
を
め

ざ
す
絶
対
専
制
君
主
制
的
政
治
論
な
ど
も
重
視
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
の

“
こ
、
、
、
　
．
．
．
〇

十
グ
カ

　
と
こ
ろ
で
、
稚
文
甫
氏
の
言
う
く
唯
心
主
義
的
雑
質
V
の
第
一
点
の
前

半
－
裏
口
気
・
悪
気
…
」
の
問
題
1
に
つ
い
て
、
や
や
立
ち
入
つ
て

考
察
し
て
み
る
こ
と
が
、
本
稿
の
目
的
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
2

　
樒
文
甫
氏
の
批
判
の
概
略
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

　
　
中
国
の
伝
統
哲
学
に
お
い
て
、
「
気
」
は
物
質
の
範
薦
に
属
す
る
の

　
で
、
「
気
」
を
根
元
と
す
る
思
想
を
唯
物
論
と
み
な
し
て
い
る
。
が
し
か

　
し
、
過
去
の
思
想
家
が
用
い
て
い
る
「
気
」
の
概
念
は
、
我
々
が
用
い

　
て
い
る
物
質
と
い
う
概
念
と
は
必
ず
し
も
同
じ
で
は
な
い
。
そ
の
中
に

　
は
、
非
物
質
的
な
要
素
を
ま
じ
え
、
神
秘
的
な
意
味
を
も
っ
て
い
る
。

　
　
王
夫
之
は
、
生
滅
な
き
「
気
」
に
よ
っ
て
、
物
質
不
滅
論
を
説
く
が
、

　
そ
こ
に
お
い
て
「
善
気
」
「
悪
気
」
「
治
気
」
「
乱
気
」
と
言
い
、
ま
た
「
尭

　
舜
の
神
・
桀
村
の
気
は
不
易
で
あ
る
」
等
々
と
言
う
の
は
、
人
事
現
象

　
と
自
然
現
象
を
混
同
し
て
説
く
も
の
で
あ
る
。
自
然
界
に
「
善
気
」
「
悪

　
気
」
「
治
気
」
「
乱
気
」
の
よ
う
な
物
質
は
、
あ
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
か
。

　
　
ま
た
王
夫
之
は
、
世
俗
の
迷
信
的
な
「
鬼
神
」
信
仰
を
排
斥
し
て
、

　
「
鬼
神
」
を
「
気
の
屈
伸
」
の
運
動
を
指
す
も
の
と
す
る
が
、
「
鬼
神
」
の

　
存
在
は
否
定
せ
ず
、
汎
神
論
的
で
あ
る
。

　
　
結
局
、
王
夫
之
の
問
題
点
は
、
社
会
範
購
と
自
然
範
礒
を
混
同
し
、

　
人
間
の
頭
脳
を
通
し
て
生
み
出
さ
れ
た
精
神
現
象
を
と
っ
て
、
む
り
に

　
直
接
に
「
気
」
の
う
ち
に
根
拠
を
求
め
よ
う
と
す
る
こ
と
に
あ
る
。

　
概
略
右
の
様
に
稚
文
甫
氏
は
述
べ
る
が
、
確
か
に
氏
が
引
用
す
る
『
張

子
正
蒙
注
L
で
は
、
張
載
の
本
文
と
殆
ん
ど
無
関
係
に
、
王
夫
之
の
「
善

気
」
「
悪
気
」
等
が
、
出
現
す
る
よ
う
に
も
見
え
る
。
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
、

以
下
に
お
い
て
、
若
干
検
討
し
て
み
た
い
〔
注
ユ
一
。

　
　
　
二
「
善
気
・
悪
気
」

　
張
載
の
『
正
蒙
。
太
和
篇
の
第
三
章
は

　
　
天
地
の
気
、
聚
散
・
攻
取
、
百
塗
な
り
と
雄
も
、
然
し
て
そ
の
理
た
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る
や
、
順
に
し
て
妄
な
ら
ず
。
：
・

と
始
ま
る
。
天
地
の
気
が
、
個
別
万
殊
の
事
物
及
び
そ
の
生
成
変
化
の
世

界
を
現
象
さ
せ
る
が
、
気
の
聚
散
の
運
動
の
あ
り
方
そ
の
も
の
は
、
条
理
・

秩
序
が
あ
る
、
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
そ
し
て
、
張
載
の
三
章
全
体
の
趣

旨
は
、
以
下
の
如
く
で
あ
る
。
即
ち
、
世
界
に
無
な
る
も
の
は
な
い
。
事

物
の
有
無
・
生
死
は
、
太
極
に
お
け
る
気
の
必
然
的
な
聚
散
に
他
な
ら
ぬ
の

で
あ
り
、
事
物
に
は
生
死
が
あ
れ
ど
も
、
太
虚
の
気
と
し
て
は
不
滅
で
あ

る
。
そ
の
道
理
を
達
観
し
て
、
太
虚
の
気
と
い
う
本
来
的
あ
り
方
を
体
現

し
て
生
き
る
べ
き
だ
。
仏
教
者
の
如
く
、
ひ
た
す
ら
に
死
後
の
極
楽
往
生

を
願
っ
た
り
、
道
家
の
如
く
、
延
命
長
生
を
願
う
よ
う
な
、
表
面
的
な
生

死
に
と
ら
わ
れ
た
、
個
人
的
・
利
己
的
・
快
楽
追
求
的
な
生
き
方
を
し
な

い
こ
と
、
こ
れ
を
張
載
は
説
い
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
張
載
の
思
想
に
対
し
、
王
夫
之
は
右
の
引
用
文
に
注
し
て
、

　
　
聚
れ
ば
有
と
見
、
散
ず
れ
ば
無
と
疑
う
。
既
に
聚
り
て
形
象
を
成
せ

　
　
ば
、
才
質
・
性
情
、
各
々
そ
の
類
に
依
る
。
同
じ
き
者
は
之
を
取
り
、

　
　
異
な
る
者
は
之
を
攻
む
。

　
　
故
に
庶
物
繁
く
興
り
、
各
々
晶
彙
を
成
す
。
乃
ち
そ
の
晶
桑
の
成
る

　
　
は
、
各
々
條
理
あ
り
。

　
　
故
に
露
雷
霜
雪
、
各
々
そ
の
時
を
以
て
し
、
動
植
飛
潜
、
各
々
そ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
が
い

　
　
族
を
以
て
す
。
必
ず
長
夏
の
霜
雪
・
厳
冬
の
露
雷
・
人
禽
草
木
互
相

　
　
に
清
雑
す
る
の
理
な
し
。

　
　
故
に
善
気
は
善
に
恒
に
、
悪
気
は
悪
に
恒
に
、
治
気
は
治
に
恒
に
、

　
　
乱
気
は
乱
に
恒
な
り
。
屈
伸
往
来
、
そ
の
故
に
順
い
て
妄
な
ら
ず
。

　
　
妄
な
ら
ず
と
は
、
気
の
清
通
、
天
の
誠
な
れ
ば
な
り
。

と
述
べ
て
い
る
。
気
は
、
感
覚
に
よ
る
有
無
を
通
じ
て
普
遍
的
な
存
在
で

あ
る
が
、
事
物
と
し
て
形
象
を
と
る
と
き
は
、
万
殊
雑
多
の
個
別
者
と
し

て
存
在
す
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
単
な
る
雑
多
で
あ
る
の
で
は
な
く
、
万

殊
で
あ
り
乍
ら
も
、
根
元
の
気
の
本
来
的
調
和
統
一
へ
の
傾
向
を
継
承
し

て
、
：
疋
の
秩
序
条
理
を
も
つ
。
即
ち
万
物
は
、
そ
の
形
状
や
性
質
を
共

通
に
す
る
「
類
」
を
も
っ
て
ま
と
ま
り
っ
っ
、
ま
た
そ
れ
ぞ
れ
の
特
殊
な
あ

り
方
や
は
た
ら
き
に
も
と
づ
い
て
、
相
互
に
あ
り
う
べ
き
連
関
性
を
も
っ

て
存
在
し
、
全
体
と
し
て
合
理
的
な
秩
序
を
構
成
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
前
半
の
以
上
の
様
な
意
味
の
王
夫
之
の
注
は
、
万
物
の
個
別
的
な
あ
り

方
の
説
明
に
傾
斜
し
つ
つ
も
張
載
の
本
文
を
よ
り
具
体
的
に
論
じ
て
、
明

解
懇
切
で
あ
る
が
、
そ
の
後
に
唐
突
に
「
故
善
気
恒
於
善
：
・
」
の
語
が

出
て
く
る
。
こ
こ
が
先
に
挙
げ
た
樒
文
甫
氏
の
問
題
に
し
た
所
の
一
つ
で

あ
る
が
、
『
中
国
哲
学
史
資
料
選
輯
（
清
代
之
部
上
）
L
で
は
、
こ
れ
に
つ

い
て
三
点
に
分
っ
て
次
の
よ
う
に
批
判
的
に
述
べ
て
い
る
。

　
　
「
気
」
は
物
質
で
あ
り
、
自
然
範
購
に
属
す
る
。
こ
れ
で
露
雷
霜
雪
・

　
動
植
飛
潜
を
説
く
こ
と
は
で
き
る
が
、
こ
れ
を
善
・
悪
・
治
・
乱
に
分

　
け
る
と
、
神
秘
主
義
と
な
る
。

　
　
露
・
雷
・
霜
・
雪
な
ど
は
自
然
現
象
で
あ
り
、
い
わ
ゆ
る
「
善
気
」

　
「
悪
気
」
「
治
気
」
「
乱
気
」
は
社
会
現
象
で
あ
る
。
自
然
現
象
と
社
会
現

　
象
を
並
べ
て
論
ず
る
の
は
、
異
っ
た
概
念
と
範
晴
を
混
同
す
る
も
の
で

　
あ
る
。

　
　
王
夫
之
の
い
う
「
垣
」
と
は
、
永
遠
不
変
の
意
味
で
あ
る
。
「
善
気
」

　
「
悪
気
」
「
治
気
」
「
乱
気
」
の
社
会
現
象
が
、
す
べ
て
永
恒
不
変
的
と
説

　
く
の
は
、
顕
ら
か
に
形
而
上
学
的
観
点
で
あ
る
。

15



ま
た
、
・
王
夫
之
哲
学
著
作
選
注
・
は
、
次
の
様
な
注
を
付
し
て
い
る
。

　
　
善
気
ピ
悪
気
・
治
気
・
乱
気
は
、
王
夫
之
が
”
気
。
に
社
会
的
属
性

　
を
賦
予
し
た
、
一
種
の
歴
史
唯
心
主
義
の
観
点
で
あ
る
。
善
と
悪
は
一

　
対
の
道
徳
範
購
で
あ
り
、
階
級
杜
会
で
は
階
級
性
を
も
っ
て
お
り
、
超

　
階
級
的
な
永
恒
の
善
と
悪
は
決
し
て
存
在
し
な
い
。
そ
し
て
治
と
乱
は
、

　
階
級
斗
争
の
別
の
表
現
で
あ
っ
て
、
階
級
矛
盾
に
根
ざ
す
も
の
で
あ
り
、

　
決
し
て
こ
の
よ
う
な
気
が
決
定
す
る
も
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

以
上
の
見
解
は
、
お
し
な
べ
て
、
気
を
純
粋
に
客
観
的
物
質
存
在
と
み
な

す
こ
と
か
ら
、
ま
た
一
方
で
、
善
悪
の
価
値
判
断
を
階
級
的
社
会
政
治
的

領
域
の
問
題
に
限
定
し
て
用
い
る
こ
と
か
ら
、
王
夫
之
の
こ
の
論
述
を
批

判
的
に
把
え
る
も
の
で
あ
る
、
と
言
え
よ
う
。

　
し
か
し
一
体
「
善
気
・
悪
気
：
・
」
と
は
、
そ
の
よ
う
な
も
の
で
あ
ろ
う

か
。
そ
も
そ
も
気
の
善
悪
と
は
、
何
で
あ
ろ
う
か
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら
が

い
わ
ば
循
環
輪
回
す
る
と
い
う
難
題
も
含
め
て
、
ど
の
よ
う
に
解
し
た
ら

よ
い
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
2

　
善
悪
と
い
え
ば
、
基
本
的
に
は
道
徳
的
価
値
の
問
題
で
あ
る
が
、
一
般

的
に
は
善
と
呼
ば
れ
る
内
容
は
種
々
雑
多
で
あ
る
。
日
常
的
に
は
好
悪
・

快
苦
・
良
（
適
）
否
・
是
非
等
を
含
ん
で
多
様
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
「
よ

い
天
気
」
と
か
「
わ
る
い
バ
イ
菌
」
な
ど
（
そ
れ
自
体
と
し
て
は
、
恐
ら
く

価
値
中
立
的
で
あ
る
）
自
然
現
象
に
対
し
て
の
、
ま
た
「
よ
い
ナ
イ
フ
」
や

「
よ
く
な
い
態
度
」
な
ど
の
人
工
的
事
物
な
い
し
人
問
的
行
為
に
対
し
て

の
、
快
苦
・
好
悪
の
感
情
表
現
と
い
え
る
も
の
も
あ
れ
ば
、
「
よ
さ
そ
の
も

の
と
は
何
か
」
と
い
う
ソ
ク
ラ
テ
ス
的
問
い
に
お
け
る
善
の
本
質
な
い
し

最
高
善
を
問
題
に
し
て
、
言
う
と
き
も
あ
る
。
善
悪
は
、
価
値
の
問
題
で

あ
る
か
ら
、
自
他
等
の
相
関
的
次
元
に
お
い
て
生
ず
る
こ
と
で
あ
る
が
、

あ
る
べ
く
し
て
あ
り
、
な
る
べ
く
し
て
な
っ
て
い
く
、
自
然
必
然
の
自
然

現
象
に
対
し
て
善
悪
を
唱
え
る
こ
と
は
、
基
本
的
に
自
己
の
主
観
的
感
情

よ
り
す
る
好
悪
の
表
明
に
他
な
ら
な
い
と
も
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で

自
然
現
象
に
倫
理
を
持
ち
込
む
こ
と
を
避
け
て
、
善
悪
と
い
う
こ
と
を
最

も
限
定
す
れ
ば
、
人
格
的
存
在
の
自
由
な
る
判
断
に
基
づ
い
て
行
な
わ
れ

た
実
践
行
為
に
つ
い
て
の
、
た
と
え
ば
そ
の
行
為
の
責
任
が
問
わ
れ
る
時

の
、
語
と
み
る
べ
き
で
あ
る
。
治
乱
と
い
う
歴
史
杜
会
的
な
次
元
で
の
出

来
事
も
多
様
な
条
件
が
複
雑
に
か
か
わ
っ
て
く
る
に
せ
よ
、
原
則
的
に
は
、

こ
の
よ
う
な
人
問
的
営
為
の
集
積
・
所
産
で
あ
る
と
一
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

　
し
か
し
、
王
夫
之
が
「
善
気
・
悪
気
」
と
い
う
と
き
の
善
悪
は
、
右
の

よ
う
な
人
間
の
主
体
的
行
為
に
つ
い
て
の
価
値
判
断
と
し
て
言
っ
て
い
る

の
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。
気
に
言
う
善
悪
と
は
、
事
物
存
在
に
お
け
る

質
的
区
別
な
い
し
差
別
の
事
を
言
う
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
「
人
禽
草

木
」
等
、
一
般
に
は
気
質
之
性
、
或
い
は
気
稟
と
よ
ば
れ
る
、
根
本
的
な

陰
陽
二
気
の
存
在
に
基
づ
く
所
の
、
清
濁
・
通
塞
・
厚
薄
・
精
粗
。
偏
正
・

美
悪
な
ど
の
、
事
物
の
特
殊
性
（
類
）
の
次
元
に
お
け
る
先
天
的
な
能
カ
・

形
態
・
性
質
・
あ
り
方
・
は
た
ら
き
（
才
質
性
情
）
の
区
別
及
び
差
別
を

意
味
す
る
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
王
夫
之
は
、
張
載
の
「
気
に
陰
陽
あ
り
」
（
正
蒙
神
化
篇
　
第
七
章
）
に

注
し
て
、
陰
陽
二
気
綱
組
を
超
越
す
る
存
在
を
否
定
し
、

　
　
：
・
故
に
直
ち
に
「
気
有
陰
陽
」
と
言
い
て
、
以
て
太
虚
の
中
、
形

　
　
の
執
る
べ
き
無
き
と
難
も
、
而
し
て
温
粛
。
生
殺
。
清
濁
の
体
・
性
、
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倶
に
一
気
の
中
に
有
り
て
、
同
じ
く
固
有
の
実
た
る
な
り
。

と
い
い
、
或
い
は
ま
た

　
　
二
気
の
生
ず
る
所
、
風
雷
・
雨
雪
・
飛
潜
・
動
植
・
霊
姦
・
善
悪
、

　
　
皆
な
其
の
必
有
な
る
所
な
り
。
故
に
万
象
万
物
、
太
和
の
妙
を
得
ざ

　
　
る
と
錐
も
、
必
ず
陰
陽
を
兼
ね
有
ち
て
、
以
て
相
い
宰
制
す
。
形
状

　
　
こ
と
な
り

　
　
説
異
し
、
性
情
区
分
し
て
、
一
に
す
る
能
わ
ざ
る
な
り
。
（
参
両
篇

　
　
第
十
二
章
の
注
）

　
　
化
の
災
祥
あ
り
、
物
の
善
悪
霊
議
あ
る
は
、
聖
人
、
之
を
憂
う
も
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
せ

　
　
而
れ
ど
も
天
は
以
て
憂
い
と
為
ず
。
（
天
道
篇
　
第
七
章
の
注
）

と
言
う
〔
注
2
〕
。
こ
の
よ
う
な
善
悪
の
用
語
法
は
、
善
悪
の
問
題
が
、
そ
■

れ
ぞ
れ
悪
・
善
の
由
来
に
難
題
を
残
し
つ
つ
、
主
と
し
て
人
問
の
性
善
・

性
悪
を
め
ぐ
っ
て
論
じ
ら
れ
て
き
た
中
国
思
想
に
お
い
て
は
、
そ
れ
ほ
ど

奇
異
な
こ
と
で
は
な
い
で
あ
ろ
つ
。
王
夫
之
が
直
接
す
る
宋
学
の
程
顧
ぱ
、

　
　
性
に
不
善
な
し
。
其
の
不
善
な
る
所
の
者
は
、
才
な
り
。
天
よ
り
受

　
　
く
る
、
之
を
性
と
謂
う
。
気
よ
り
稟
く
る
、
之
を
才
と
謂
う
。
才
の

　
　
善
・
不
善
は
、
気
の
偏
正
あ
る
に
由
る
な
り
。
（
程
氏
外
書
巻
六
）

と
言
い
〔
注
3
〕
、
朱
煮
は
、

　
　
日
わ
く
、
楊
氏
の
謂
う
所
、
陰
陽
は
不
善
な
く
し
て
、
人
得
て
以
て

　
　
生
ず
。
故
に
性
は
不
善
な
し
、
と
。
如
何
。
日
わ
く
、
陰
陽
は
気
な

　
　
り
、
不
善
な
き
能
わ
ず
。
唯
だ
陰
陽
す
る
所
以
の
者
は
、
則
ち
是
れ

　
　
所
謂
る
道
に
し
て
、
不
善
な
き
な
り
。
（
四
書
或
問
　
孟
子
　
告
子

　
　
上
）

と
言
う
。
悪
と
言
わ
ず
不
善
と
言
う
所
に
、
一
つ
の
考
え
を
示
し
て
い
る

の
だ
が
、
や
は
り
こ
こ
の
善
不
善
は
、
人
間
の
自
然
的
所
与
を
問
題
に
し

て
の
事
で
あ
り
、
資
質
の
美
悪
と
言
う
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
た
だ
そ
こ
で
の
王
夫
之
は
、
程
朱
と
異
な
り
、
孟
子
の
「
形
色
は
天
性
」

（
尽
心
上
）
「
不
善
を
為
す
は
才
の
罪
に
非
ず
」
（
告
子
上
）
や
、
張
載
の

「
形
し
て
後
、
気
質
の
性
あ
り
」
（
誠
明
篇
　
第
二
十
二
章
）
「
人
の
剛
柔
・

緩
急
、
才
と
不
才
あ
る
は
、
気
の
偏
な
り
」
（
同
　
第
二
十
三
章
）
な
ど
を

重
視
し
、
気
質
の
性
と
才
を
峻
別
し
て
い
る
。
気
質
の
性
は
、
耳
目
口
鼻

の
感
官
が
声
色
臭
味
を
欲
す
る
と
い
う
所
謂
欲
望
で
あ
り
、
生
命
あ
る
人

と
し
て
誰
も
が
不
可
欠
な
あ
り
方
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
王
夫
之
に
お
い

て
は
、
こ
れ
は
む
し
ろ
「
嗜
欲
の
自
り
て
興
る
所
は
、
即
ち
天
理
の
自
り

て
出
づ
る
所
」
（
乾
称
篇
下
　
六
章
の
注
）
と
言
わ
れ
る
ご
と
く
、
欲
望
の

存
在
そ
の
も
の
は
、
天
地
自
然
の
生
化
を
人
間
が
継
承
し
て
更
な
る
展
開

を
す
る
た
め
の
必
然
的
な
契
機
で
あ
る
に
他
な
ら
な
い
。
こ
れ
に
対
し
、

程
碩
の
言
う
気
質
の
性
こ
そ
才
と
言
う
べ
き
で
、
「
剛
柔
・
緩
急
の
質
を

殊
に
す
る
者
」
（
誠
明
篇
　
第
二
士
二
章
の
注
）
で
あ
り
、
こ
れ
が
萄
悦
・

韓
愈
ら
が
性
二
晶
説
を
建
て
て
誤
る
こ
と
に
な
っ
た
「
智
愚
・
賢
不
肖
、

自
性
の
若
く
成
す
」
（
同
）
所
の
才
に
他
な
ら
な
い
、
と
王
夫
之
は
言
う
。

　
し
か
し
、
こ
の
現
実
の
区
別
な
い
し
差
別
を
説
き
明
か
す
才
も
、
所
謂

性
悪
説
の
思
想
と
は
無
縁
で
あ
る
。
王
夫
之
は
、

　
　
凡
そ
物
は
、
皆
な
太
和
綱
組
の
気
の
成
す
所
な
り
。
質
あ
れ
ば
、
性

　
　
あ
り
。
性
あ
れ
ば
、
徳
あ
り
。
草
木
鳥
獣
は
、
無
性
・
無
徳
に
非
ず
。

　
　
而
し
て
質
は
人
と
殊
な
れ
ば
、
性
も
亦
た
殊
な
り
、
徳
も
亦
た
殊
な

　
　
る
の
み
。
均
し
く
是
れ
人
な
る
が
若
け
れ
ば
、
得
る
所
、
皆
な
一
陰

　
　
」
陽
・
継
善
の
理
気
に
し
て
、
才
は
或
い
は
偏
る
と
雄
も
、
而
し
て

　
　
徳
は
必
ず
同
じ
。
故
に
「
人
、
不
善
あ
る
こ
と
な
し
」
と
日
う
。
（
至
当
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篇
　
第
五
章
の
注
）

と
言
う
如
く
、
才
の
偏
は
区
別
な
い
し
差
別
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
そ
し

て
、
こ
れ
ら
王
夫
之
の
注
意
す
る
気
質
の
性
と
才
と
の
区
別
も
、
内
容
的

に
は
程
頭
・
朱
蕉
の
思
想
と
そ
れ
程
の
違
い
は
な
い
と
思
わ
れ
る
が
、
し

か
し
王
夫
之
が
欲
望
充
足
的
あ
り
方
で
あ
る
気
質
の
性
も
天
性
に
含
め
る

の
は
、
彼
の
よ
り
具
体
的
な
人
間
的
現
実
を
尊
重
せ
ん
と
す
る
姿
勢
の
一

つ
で
あ
る
と
み
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　
以
上
の
よ
う
な
王
夫
之
の
思
想
に
お
い
て
、
善
気
・
悪
気
は
、
こ
の
世

界
が
、
そ
れ
を
超
え
る
何
物
か
を
待
つ
こ
と
な
く
、
た
だ
ち
に
事
物
の
生

成
変
化
し
万
殊
多
様
な
る
姿
と
し
て
あ
る
、
と
い
う
こ
と
を
説
き
明
か
す

た
め
の
、
区
別
・
差
別
の
存
在
原
理
な
い
し
原
型
の
一
面
で
あ
る
、
と
言

え
る
で
あ
ろ
う
〔
注
4
〕
。

　
　
　
三
　
「
秦
舜
の
神
・
桀
紬
の
気
」

　
『
正
蒙
L
太
和
篇
第
四
章
の
張
載
の
本
文
「
聚
も
亦
た
吾
が
体
、
散
も

亦
た
吾
が
体
。
死
の
亡
な
ら
ざ
る
を
知
る
者
に
し
て
、
性
を
言
う
に
与
か

る
べ
し
」
に
つ
い
て
、
王
夫
之
は

　
　
聚
り
て
形
を
成
し
、
散
じ
て
太
虚
に
帰
す
る
も
、
気
は
猶
是
れ
気
な

　
　
り
。
神
と
は
気
の
霊
、
気
を
離
れ
ず
し
て
、
相
い
与
に
体
を
為
せ
ば
、

　
　
神
は
猶
是
れ
神
な
り
。
聚
り
て
見
る
べ
く
、
散
じ
て
見
る
べ
か
ら
ざ

　
　
る
の
み
。
其
の
体
、
豊
に
不
順
に
し
て
妄
な
る
者
あ
ら
ん
や
。

と
注
を
つ
け
始
め
る
。
気
と
神
が
、
人
問
の
知
覚
の
有
無
に
か
か
わ
り
な

く
、
客
観
的
・
合
理
的
・
不
変
的
実
在
と
し
て
循
環
し
て
い
る
こ
と
を
説

い
て
い
る
。
循
環
す
る
の
は
気
と
神
で
あ
る
と
は
い
え
、
神
は
気
の
霊
妙

な
る
働
き
に
他
な
ら
ぬ
か
ら
二
兀
の
気
の
循
環
と
言
っ
て
も
よ
い
。
た
だ

し
、
単
に
一
と
言
う
の
み
で
は
運
動
を
示
す
こ
と
が
難
し
く
な
り
、
ま
た

存
在
は
必
ず
存
在
の
あ
り
方
や
働
き
を
持
っ
て
い
る
か
ら
、
存
在
の
究
極

な
い
し
循
環
の
実
体
は
、
陰
と
陽
や
、
気
と
神
な
ど
の
二
元
と
し
て
表
現

さ
れ
る
の
で
あ
る
。
王
夫
之
は
「
気
は
、
其
の
有
る
所
の
実
な
り
。
其
の

綱
組
し
て
健
順
の
性
を
含
み
、
以
て
升
降
屈
伸
し
て
條
理
必
ず
信
な
る
者

は
、
神
な
り
」
（
神
化
篇
　
第
一
章
の
注
）
、
ま
た
「
太
和
の
中
、
気
あ
り

神
あ
り
。
神
な
る
者
は
、
他
に
非
ず
、
二
気
清
通
の
理
な
り
。
不
可
象
者

は
、
即
ち
象
中
に
在
り
。
陰
と
陽
と
和
し
、
気
と
神
と
和
す
、
是
れ
を
太

和
と
謂
う
」
（
太
和
篇
第
一
章
の
注
）
と
、
述
べ
て
い
る
。
循
環
す
る
根

元
の
太
和
の
気
を
、
い
わ
ば
横
観
す
れ
ば
陰
陽
で
あ
り
、
縦
観
す
れ
ば
気

神
で
あ
る
、
と
一
言
え
よ
う
。

　
し
か
し
、
王
夫
之
は
、
こ
の
太
和
篇
第
四
章
の
注
を
続
け
て
、
「
故
に
」

と
右
の
内
容
を
承
け
つ
つ
、

　
　
故
に
尭
舜
の
神
・
桀
村
の
気
、
綱
経
の
中
に
存
し
て
、
今
に
至
る
ま

　
　
で
易
わ
ら
ず
。

と
、
尭
舜
と
し
て
の
神
も
、
桀
村
と
し
て
の
気
も
、
変
質
し
た
り
純
化
な

ど
す
る
こ
と
な
く
、
太
虚
綱
組
の
中
に
永
遠
に
存
在
し
続
け
る
、
と
言
う
。

本
稿
冒
頭
に
紹
介
し
た
樒
文
甫
氏
が
く
唯
心
主
義
的
雑
質
V
と
し
て
例
示

し
た
所
の
も
う
一
っ
が
こ
れ
で
あ
る
。
そ
し
て
稚
文
甫
氏
は
、
こ
の
「
発
舜

の
神
」
は
先
の
「
善
気
」
「
治
気
」
を
代
表
し
、
「
桀
気
の
気
」
は
「
悪
気
」

「
乱
気
」
を
代
表
す
る
と
し
、
こ
れ
は
物
質
の
不
滅
を
講
じ
た
も
の
で
あ
ろ

う
か
、
あ
る
い
は
精
神
の
不
滅
を
講
じ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
、
と
言
っ
て
、

既
に
ま
と
め
た
様
な
批
判
を
行
っ
て
い
る
。
稚
文
甫
氏
の
論
点
は
、
神
・

気
を
善
気
・
悪
気
に
充
当
さ
せ
る
こ
と
を
含
め
て
、
大
概
の
所
は
尤
も
で
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あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
な
お
王
夫
之
自
身
の
見
解
を
逐
っ
て
み
た
い
。

　
神
・
気
を
、
特
に
桑
舜
・
桀
村
の
様
な
具
体
的
な
歴
史
的
社
会
的
人
物

事
蹟
に
寄
せ
て
書
き
分
け
る
こ
と
は
、
も
と
よ
り
張
載
に
は
無
く
、
王
夫

之
独
自
の
見
解
と
し
て
注
釈
の
範
囲
を
逸
脱
し
て
い
る
。
が
し
か
し
、
王

夫
之
は
本
章
の
注
を
次
の
様
に
説
き
終
る
。

　
　
然
れ
ど
も
桀
紺
の
暴
な
る
所
の
者
は
、
気
な
り
。
之
を
養
へ
ば
醇
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
だ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
よ

　
　
ら
し
む
べ
し
、
之
を
持
せ
ば
正
な
ら
し
む
べ
し
、
之
を
徴
む
れ
ば
清

　
　
な
ら
し
む
べ
き
な
り
。
其
れ
始
め
天
よ
り
得
る
者
は
、
健
順
の
良
能
、

　
　
未
だ
嘗
て
損
な
わ
れ
ざ
る
な
り
。
其
の
人
に
存
す
る
の
み
。

桀
村
の
気
と
は
、
転
じ
て
濁
悪
の
気
質
と
し
て
説
か
れ
る
の
で
あ
っ
て
、

養
気
等
の
修
養
に
よ
れ
ば
、
極
悪
人
た
る
桀
紺
の
様
な
人
物
で
も
、
清
通

へ
の
可
能
性
が
失
な
わ
れ
て
は
い
ず
、
問
題
の
焦
点
は
、
各
人
の
主
体
的

な
自
覚
・
修
養
の
如
何
に
あ
る
、
と
『
易
』
の
「
神
而
明
之
、
存
乎
其
人
」

を
引
い
て
言
う
の
で
あ
る
。
何
の
こ
と
は
な
い
、
こ
れ
は
宋
学
の
所
謂
変

化
気
質
の
主
張
で
あ
り
、
「
聖
人
、
学
ん
で
至
る
べ
し
」
の
可
能
性
を
支
え

る
性
善
説
の
論
理
に
他
な
ら
な
い
。
清
通
の
神
に
尭
舜
を
、
濁
悪
の
気
に

桀
村
を
、
配
当
し
て
書
き
分
け
た
所
以
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
「
尭
舜
の
神
・
桀
村
の
気
」
が
そ
れ
ぞ
れ
独
立
的
に

存
在
す
る
と
さ
れ
た
の
は
、
先
の
「
善
気
」
「
悪
気
」
の
不
変
と
同
じ
く
、

根
元
的
な
区
別
・
差
別
の
原
理
の
表
現
で
あ
る
と
解
せ
よ
う
。
す
な
わ
ち
、

根
元
の
太
和
の
気
は
陰
陽
合
一
・
気
神
合
一
で
あ
り
、
そ
れ
以
上
に
こ
の

現
実
に
お
い
て
は
、
不
可
象
の
神
は
気
に
寄
寓
し
て
の
み
あ
る
も
の
で
あ

れ
ば
、
存
在
す
る
も
の
は
原
則
的
に
濁
清
に
比
愉
さ
れ
る
陰
陽
や
気
神
を

並
有
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
偏
挙
す
べ
か
ら
ざ
る
も
の
で
あ
る
。
即
ち
「
尭

舜
の
神
・
桀
村
の
気
」
は
、
こ
の
注
の
趣
旨
と
は
若
干
齪
齢
す
る
か
も
し

れ
な
い
が
、
基
本
的
原
則
的
内
容
と
し
て
は
、
所
謂
互
文
と
も
解
し
う
る

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
ら
清
濁
等
の
気
の
循
環
に
お
け
る
問
題
に

つ
い
て
は
、
王
夫
之
の
比
較
的
長
文
の
論
説
二
篇
－
『
張
子
正
蒙
注
』

太
和
篇
　
第
三
章
の
注
の
い
わ
ば
総
論
と
、
壮
年
気
鋭
の
作
で
あ
る
■
周

易
外
伝
L
巻
六
　
繋
辞
下
伝
第
五
章
の
い
わ
ば
第
一
論
1
に
お
い
て
、

多
岐
に
わ
た
る
世
界
観
の
根
本
問
題
へ
の
示
唆
を
含
ん
で
語
ら
れ
て
い
る
。

以
下
、
主
と
し
て
そ
れ
ら
に
よ
っ
て
、
気
の
循
環
の
様
態
を
考
え
て
み
た

い
。　

　
　
四
　
気
の
循
環
論

　
程
顕
や
朱
煮
は
、
造
化
生
生
の
立
場
に
立
っ
て
、
張
載
の
説
を
「
仏
教

の
輪
回
を
批
判
し
た
が
、
し
か
し
気
の
聚
散
屈
伸
を
説
く
の
は
大
輪
回
に

他
な
ら
ぬ
」
等
と
批
判
し
た
（
『
朱
子
語
類
L
巻
九
十
九
な
ど
）
。
程
朱
の

場
合
に
は
祖
考
孝
養
の
祭
杷
の
根
拠
に
難
題
が
起
き
る
〔
注
5
〕
の
だ
が
、

気
の
循
環
論
の
場
合
も
、
死
後
の
散
気
の
存
在
を
ど
の
よ
う
な
も
の
と
し

て
把
え
る
か
に
お
い
て
、
い
ろ
い
ろ
厄
介
な
問
題
を
残
す
こ
と
に
な
ろ
つ
。

　
王
夫
之
は
、
張
載
を
継
い
で
、
気
の
循
環
の
立
場
を
取
る
。
彼
は
、
こ

の
気
と
祭
杷
の
関
係
に
つ
い
て
は
あ
ま
り
言
及
し
て
は
い
な
い
。
本
稿
冒

頭
に
触
れ
た
「
太
和
篇
」
第
三
章
の
全
体
を
ま
と
め
て
論
じ
た
総
論
は
、

三
つ
の
部
分
に
わ
け
ら
れ
る
が
、
ま
ず

　
　
此
の
章
は
、
乃
ち
一
篇
の
大
指
、
生
死
を
貞
し
て
以
て
人
道
を
尽
く

　
　
す
。
乃
ち
張
子
の
絶
学
に
し
て
、
前
聖
の
窺
を
発
し
、
以
て
仏
老
を

　
　
爾
き
て
人
心
を
正
す
者
な
り
。
朱
子
は
、
其
の
既
に
聚
り
て
散
じ
、
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散
じ
て
復
た
聚
る
と
言
う
を
以
て
、
識
り
て
其
れ
大
輪
回
と
為
す
。

　
　
而
し
て
愚
お
も
え
ら
く
、
朱
子
の
説
は
反
っ
て
釈
氏
の
滅
尽
の
言
に

　
　
近
く
し
て
、
聖
人
の
言
と
異
る
。

と
言
い
い
、
『
論
語
』
や
『
易
L
の
語
を
引
い
て
、
気
の
循
環
論
の
、
い
わ

ば
経
学
的
論
証
を
行
う
。

　
そ
し
て
次
に
「
天
運
の
物
象
を
以
て
之
を
言
え
ば
：
・
」
と
、
四
季
の
循

環
を
例
示
し
、
ま
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も

　
　
車
薪
の
火
、
一
た
び
烈
え
已
に
尽
き
て
、
徹
と
為
り
、
煙
と
為
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
な

　
　
燵
と
為
る
。
木
は
例
お
木
に
帰
し
、
水
は
例
お
水
に
帰
し
、
土
は
侃

　
　
　
　
　
　
　
　
た

　
　
お
土
に
帰
す
。
特
だ
希
微
に
し
て
人
見
ざ
る
の
み
。
一
甑
の
炊
、
湿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
　
ふ
　
た

　
　
熱
の
気
、
蓬
々
勃
々
と
し
て
、
必
ず
帰
す
る
所
あ
り
。
若
し
合
皿
蕃
厳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
い
ぎ
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
ず

　
　
密
な
れ
ば
、
鐙
し
て
散
ぜ
ず
。
禾
は
火
を
見
れ
ば
飛
ん
で
何
こ
に
往

　
　
く
か
を
知
ら
ざ
る
も
、
地
に
究
ま
り
帰
す
。

と
、
五
行
に
近
き
も
の
の
不
滅
の
事
例
を
示
し
て
、

　
　
も
し
散
尽
無
餓
の
説
の
如
け
れ
ば
、
此
の
太
極
潭
倫
の
内
、
何
処
を

　
　
其
の
合
羽
受
消
帰
の
府
と
為
さ
ん
や
。
又
、
造
化
日
新
し
て
其
の
故
を

　
　
用
い
ず
と
云
え
ば
、
此
の
太
極
の
内
、
亦
た
何
こ
従
り
し
て
此
の
無

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ

　
　
尽
の
儲
を
得
て
、
、
以
て
終
古
に
滅
κ
趨
き
て
匿
き
ざ
ら
ん
や
。

と
、
自
然
学
的
論
証
と
も
言
う
べ
き
も
の
を
し
め
く
く
っ
て
い
る
。
即
ち

王
夫
之
は
、
事
物
が
、
こ
の
現
実
世
界
に
お
い
て
無
に
帰
し
て
、
寂
滅
浬

葉
な
ど
の
現
実
世
界
を
超
え
た
別
世
界
に
存
す
る
と
い
う
仏
教
的
思
想
を

批
判
し
つ
つ
、
ま
た
一
方
で
、
本
体
の
無
よ
り
こ
の
有
の
世
界
が
無
限
に

生
起
し
続
け
る
と
い
う
老
荘
的
思
想
を
批
判
し
た
。
こ
れ
は
、
所
謂
物
質

不
減
の
考
え
方
を
、
極
め
て
説
得
力
を
も
っ
て
論
じ
て
い
る
も
の
で
あ
る

と
言
え
よ
う
。

　
し
か
し
、
こ
と
人
問
存
在
に
お
け
る
気
と
し
て
の
永
遠
あ
る
い
は
循
環

に
つ
い
て
は
、
自
然
現
象
の
明
解
さ
に
比
し
て
、
王
夫
之
の
論
理
は
あ
ま

り
歯
切
れ
の
よ
い
も
の
で
は
な
い
。
ま
ず
上
文
の
自
然
学
的
論
証
に
続
く

い
わ
ば
人
問
学
的
論
証
を
と
り
あ
げ
て
み
る
な
ら
ば
、
全
文
は
次
の
如
き

で
あ
る
。

　
　
且
つ
人
事
を
以
て
之
を
言
え
ば
、
君
子
の
身
を
修
め
て
命
を
侯
つ
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
こ

　
　
天
に
事
う
る
所
以
な
り
。
全
く
し
て
之
に
生
じ
、
全
く
し
て
之
に
帰

　
　
す
る
は
、
親
に
事
う
る
所
以
な
り
。
一
た
び
死
し
て
消
散
無
鉄
な
ら

　
　
し
む
れ
ば
、
諺
の
所
謂
る
、
伯
夷
・
盗
蹴
は
同
じ
く
一
丘
に
帰
す
る

　
　
者
に
し
て
、
又
た
何
ぞ
伽
い
て
、
志
を
退
し
く
し
欲
を
縦
に
せ
ず
し

　
　
て
、
亡
び
て
以
て
尽
く
る
を
待
た
ざ
ら
ん
や
。

　
　
惟
だ
神
を
存
し
て
以
て
性
を
尽
く
さ
ば
、
太
虚
と
通
じ
て
一
体
と
為

　
　
り
、
生
じ
て
其
の
常
を
失
わ
ず
、
死
し
て
適
き
て
其
の
体
を
得
べ
し
。

　
　
而
し
て
妖
撃
・
災
管
・
姦
回
・
濁
乱
の
気
、
両
問
に
留
滞
せ
ず
。
斯

　
　
れ
尭
・
舜
・
周
・
孔
の
万
年
な
る
所
以
に
し
て
、
詩
に
「
文
王
、
上

　
　
に
在
り
。
於
天
に
昭
ら
か
」
と
云
う
、
聖
人
の
天
と
徳
を
合
す
る
の

　
　
極
致
と
為
す
。
聖
賢
の
大
公
至
正
の
道
、
異
端
の
邪
説
と
異
な
る
者

　
　
は
、
此
を
以
て
す
。
則
ち
張
子
の
言
を
明
審
の
畑
ら
す
所
の
者
に
非

　
　
ず
と
謂
う
は
、
愚
の
敢
て
知
ら
ざ
る
と
こ
ろ
な
り
。

こ
こ
で
は
、
善
気
・
悪
気
の
二
元
的
存
在
は
出
て
こ
ず
、
気
の
循
環
と
い

う
よ
り
も
、
た
だ
ひ
た
す
ら
に
善
な
る
も
の
の
永
遠
を
、
情
熱
的
に
説
く

の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
後
半
に
『
詩
経
L
に
よ
っ
て
経
学
的
論
証
を
す

る
こ
と
は
さ
て
お
き
、
『
荘
子
L
餅
栂
篇
な
ど
に
よ
る
で
あ
ろ
う
所
の
諺
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を
引
き
つ
つ
、
『
孟
子
』
的
立
場
を
延
長
し
て
、
善
な
る
も
の
の
消
滅
を

拒
否
す
る
と
い
う
内
容
は
、
一
応
注
目
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で

あ
ろ
う
。

　
王
夫
之
は
「
も
し
死
が
無
に
帰
す
る
の
な
ら
、
伯
夷
は
盗
蹴
と
同
じ
く
、

結
局
は
一
っ
穴
の
ム
ジ
ナ
に
す
ぎ
ぬ
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
、
死
ぬ
ま
で
の

人
生
を
楽
し
く
気
儘
に
過
し
て
、
ど
う
し
て
悪
い
こ
と
が
あ
ろ
う
」
と
、

問
い
か
け
る
の
で
あ
る
。
こ
の
問
い
は
、
素
朴
な
が
ら
、
重
く
且
つ
厳
し

い
。
世
に
は
や
は
り
事
実
と
し
て
、
善
因
悪
果
も
あ
れ
ば
悪
因
善
果
も
あ

り
、
そ
し
て
死
は
な
お
生
者
で
あ
る
自
己
に
と
っ
て
救
い
よ
う
の
な
い
一

つ
の
消
滅
で
あ
り
、
ま
た
死
は
人
問
に
と
っ
て
い
わ
ば
根
源
的
に
平
等
で

あ
る
、
と
も
言
え
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
な
お
、
死
が
全
く
の
消
滅
で

あ
り
平
等
で
あ
る
な
ら
ば
、
伯
夷
の
苦
悩
の
行
為
と
死
は
、
ム
ダ
骨
で
あ

り
犬
死
に
す
ぎ
な
く
な
る
。
そ
し
て
、
そ
の
よ
う
な
観
方
は
、
時
に
は
ニ

ヒ
リ
ズ
ム
や
ヘ
ド
ニ
ズ
ム
を
生
み
出
し
か
ね
な
い
。
キ
リ
ス
ト
教
の
パ
ウ

ロ
も
、
コ
リ
ン
ト
書
1
で
、

　
　
死
者
が
復
活
し
な
い
の
な
ら
、
キ
リ
ス
ト
も
復
活
し
な
か
っ
た
は
ず

　
　
で
す
。
そ
し
て
キ
リ
ス
ト
が
復
活
し
な
か
っ
た
の
な
ら
、
あ
な
た
た

　
　
ち
の
信
仰
は
む
な
し
く
、
あ
な
た
た
ち
は
今
も
な
お
罪
の
中
に
あ
る

　
　
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
う
だ
と
す
る
と
、
キ
リ
ス
ト
を
信
じ
て
死
の

　
　
眠
り
に
つ
い
た
人
々
も
滅
ん
で
し
ま
っ
た
わ
け
で
す
。
：
・
も
し
、

　
・
死
者
が
復
活
し
な
い
と
し
た
ら
、
『
食
っ
た
り
飲
ん
だ
り
し
よ
う
じ
ゃ

　
　
な
い
か
。
ど
う
せ
明
日
は
死
ぬ
身
じ
ゃ
な
い
か
』
と
い
う
こ
と
に
な

　
　
る
で
し
ょ
う
。
（
共
同
訳
に
よ
る
）

と
、
旧
約
の
イ
ザ
ヤ
書
を
引
き
な
が
ら
、
使
徒
た
ち
を
激
励
し
て
言
っ
て

い
る
。
人
は
、
た
だ
死
ん
で
無
に
帰
す
る
の
で
は
な
く
、
キ
リ
ス
ト
の
復

活
・
昇
天
の
事
実
が
あ
る
よ
う
に
、
天
国
に
お
け
る
永
遠
の
生
命
が
ま
っ

て
い
る
、
だ
か
ら
キ
リ
ス
ト
を
信
じ
希
望
を
も
っ
て
、
現
在
に
お
け
る
愛

の
実
践
に
適
進
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
の
だ
、
と
パ
ウ
ロ
娃
言
い
た
い
の
で

あ
ろ
う
。
原
罪
意
識
等
は
王
夫
之
に
全
く
無
縁
の
も
の
で
あ
る
が
、
死
が

無
に
帰
し
て
は
な
ら
ぬ
と
い
う
彼
の
問
題
意
識
と
、
パ
ウ
ロ
の
主
張
は
幾

分
か
似
た
も
の
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
但
し
、
パ
ウ
ロ
の
こ
の

場
合
は
、
天
国
へ
の
切
符
を
手
に
入
れ
る
た
め
の
信
仰
・
実
践
と
い
う
こ

と
の
よ
う
に
も
聞
こ
え
、
そ
れ
で
は
、
奇
跡
目
当
て
と
は
若
干
異
な
る
か

も
し
れ
な
い
が
、
な
お
御
利
益
信
仰
に
近
く
、
神
へ
の
正
し
い
姿
勢
か
ら

は
一
少
し
は
ず
れ
て
こ
よ
う
。
全
て
は
神
の
意
志
と
い
う
決
定
論
的
思
想

を
も
ち
つ
つ
、
な
お
神
へ
の
信
仰
を
説
く
こ
と
に
お
い
て
の
み
、
信
仰
の

純
粋
さ
を
み
て
と
る
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。
パ
ウ
ロ
の
信
仰
も
、

恐
ら
く
そ
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
。

　
キ
リ
ス
ト
教
に
つ
い
て
は
と
も
か
く
と
し
て
、
王
夫
之
の
こ
の
論
に
し

て
も
、
単
に
死
後
の
状
態
－
地
獄
で
あ
れ
虚
無
で
あ
れ
－
へ
の
恐
怖
を
取

り
扱
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
、
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
い
わ
ば
終
末

論
的
問
題
は
、
第
二
次
的
消
極
的
な
事
柄
で
あ
っ
て
、
む
し
ろ
王
夫
之
に

お
い
て
は
厳
し
く
批
判
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
仏
教
を
批
判
し
て
、
「
彼

の
累
を
免
れ
ん
と
欲
す
る
者
は
、
死
を
怖
る
る
の
み
。
故
に
無
生
を
欲
す
」

「
…
地
獄
餓
鬼
を
以
て
儒
夫
を
怖
れ
さ
せ
…
」
「
其
の
発
本
や
、
下
愚
の
厭

苦
求
楽
の
情
に
し
て
、
其
の
要
帰
は
、
則
ち
必
ず
得
べ
か
ら
ざ
る
の
真
空

を
求
む
る
の
み
」
（
乾
称
篇
下
　
第
十
一
章
の
注
）
等
々
は
、
屡
々
言
ラ
こ

こ
ろ
で
あ
る
。
王
夫
之
は
、
た
だ
実
践
の
究
極
で
あ
る
「
存
神
以
尽
性
」
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に
お
い
て
、
善
な
る
も
の
の
み
が
永
遠
に
存
在
し
続
け
、
一
方
の
悪
な
る

も
の
は
存
在
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
だ
、
と
説
い
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
先
の
「
桀
村
の
気
」
が
「
其
の
人
に
存
す
る
の
み
」
と
言
わ
れ
て
、

変
化
気
質
の
実
践
如
何
に
委
ね
ら
れ
た
の
に
似
て
い
る
。
た
だ
そ
こ
で
の

「
尭
舜
の
神
・
桀
村
の
気
…
不
易
」
と
言
わ
れ
る
自
然
の
気
の
不
易
循
環

の
論
と
、
必
ず
し
も
明
解
な
一
致
を
み
な
い
よ
う
に
、
こ
の
総
論
で
も
「
生

不
失
其
常
、
死
可
適
得
其
体
」
前
後
の
善
の
永
遠
と
悪
の
消
滅
を
言
う
と

こ
ろ
は
、
実
は
こ
の
語
が
由
来
す
る
張
載
本
文
の
王
夫
之
の
注
と
も
矛
盾

し
か
ね
な
い
の
で
あ
る
。
即
ち
張
載
の
「
気
の
物
た
る
、
散
じ
て
無
形
に

入
り
、
適
き
て
吾
が
体
を
得
る
、
聚
り
て
有
象
と
為
り
、
吾
が
常
を
失
わ

ず
」
（
太
和
篇
　
第
三
章
）
に
注
し
て
、
王
夫
之
は

　
　
－
・
聚
り
て
其
の
常
を
失
わ
ず
、
故
に
有
生
の
後
、
気
稟
物
欲
、
相
い

　
　
窒
ぎ
相
い
桔
る
と
雄
も
、
而
し
て
克
く
自
ら
修
治
す
れ
ば
、
即
ち
健

　
　
順
の
性
を
復
す
べ
し
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

　
　
散
じ
て
例
お
吾
が
体
を
得
る
、
故
に
有
生
の
善
悪
治
乱
、
形
亡
の
後

　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

　
　
に
至
る
も
、
清
濁
は
猶
お
其
の
類
に
依
る
。

と
言
う
の
で
あ
る
。
こ
の
前
半
は
所
謂
性
善
説
な
い
し
変
化
気
質
論
で
あ

り
、
後
半
は
前
に
引
く
「
善
気
垣
於
善
…
」
の
善
気
・
悪
気
の
二
元
的
循

環
論
で
あ
る
。
た
だ
こ
こ
で
注
意
す
べ
き
は
「
有
生
之
後
」
「
有
生
之
善
悪

治
乱
」
と
言
わ
れ
、
前
半
後
半
の
接
点
に
「
有
生
」
－
今
現
在
、
人
問
と
し

て
生
き
て
あ
る
こ
と
、
を
あ
げ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
人
間
に
関
す
る
気

の
循
環
は
、
こ
の
く
現
在
V
や
く
実
践
V
に
大
き
な
結
節
点
を
も
つ
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
2

　
『
周
易
外
伝
』
は
、
船
山
哲
学
の
嗜
矢
と
も
言
ク
ベ
き
も
の
で
あ
り
、
『
読

四
書
大
全
説
L
巻
六
　
論
語
　
先
進
篇
三
に
も
、
仏
教
の
輪
回
批
判
に
関

し
て
『
周
易
外
伝
L
の
参
照
を
求
め
る
程
だ
が
、
人
間
に
お
け
る
気
の
循

環
に
つ
い
て
は
、
些
さ
か
荒
稽
な
論
を
展
開
し
て
い
る
。

　
王
夫
之
は
■
周
易
外
伝
』
巻
六
　
繋
辞
下
伝
　
第
五
章
の
第
一
論
に
お

い
て
〔
注
6
〕
、
ま
ず
事
物
の
生
化
は

　
　
形
陰
気
陽
、
陰
と
陽
と
合
す
れ
ば
、
道
、
得
て
以
て
均
和
し
て
、
之

　
　
を
主
持
す
。

と
、
本
来
自
然
的
な
調
和
を
も
っ
て
行
わ
れ
る
と
言
う
。
そ
し
て
こ
の
形

気
の
往
来
は
、
「
往
来
、
交
も
太
虚
の
中
に
動
く
。
太
虚
な
る
者
は
、
本

’
動
者
な
り
。
動
以
て
動
に
入
り
、
不
息
不
滞
」
と
言
わ
れ
る
不
断
の
変
動

の
中
で
、
「
同
往
同
来
」
も
あ
れ
ば
「
異
往
異
来
」
も
あ
っ
て
、
「
往
来
不
一
」

で
あ
る
。
即
ち
、
不
変
に
見
え
る
日
月
も
、
そ
の
内
実
の
気
は
、
常
に
代

謝
し
補
充
さ
れ
て
異
っ
て
い
る
。
し
か
し
ま
た
、
そ
の
往
来
変
化
に
お
い

て
二
山
の
雲
、
必
ず
し
も
其
れ
還
た
一
山
に
雨
ふ
ら
ず
」
し
て
水
が
存

続
す
る
よ
う
に
、
個
別
の
状
況
を
異
に
し
な
が
ら
も
、
そ
れ
自
身
と
し
て

は
不
変
な
る
も
の
も
あ
る
。
そ
の
不
変
な
る
も
の
は
、
右
の
よ
う
な
五
行

の
如
き
「
形
質
を
有
つ
者
」
以
上
に
、
物
質
的
存
在
で
あ
る
形
気
陰
陽
を

「
運
ら
す
者
」
と
し
て
の
「
虚
明
に
し
て
善
動
な
る
者
」
が
あ
る
。
前
者
が
、

先
の
■
正
蒙
注
L
で
気
と
神
を
書
き
分
け
た
場
合
の
気
で
あ
り
、
後
者
が

「
二
気
清
通
の
理
・
不
可
象
者
」
の
神
で
あ
る
。

　
そ
し
て
、
万
物
の
往
来
は
、
所
謂
形
化
に
相
当
す
る
「
類
」
の
秩
序
に
従

っ
て
行
わ
れ
る
が
、
な
お
そ
れ
は
天
地
の
無
心
自
然
の
化
で
あ
る
が
ゆ
え
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に
「
人
物
の
生
化
す
る
や
、
誰
か
判
然
と
一
人
の
識
を
し
て
、
亘
古
に
し

て
一
人
と
為
さ
し
め
ん
や
」
と
言
わ
れ
る
如
く
、
霊
魂
や
個
別
者
の
循
環

輪
回
と
し
て
あ
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
の
で
あ
る
。

　
人
問
に
お
け
る
気
の
循
環
に
つ
い
て
、
王
夫
之
は
、

　
　
清
多
き
者
は
明
、
清
少
な
き
者
は
愚
。
清
、
濁
に
君
た
る
者
は
聖
。

　
　
濁
、
清
に
君
た
る
者
は
頑
。
…
理
数
、
復
た
以
て
無
心
な
れ
ば
、
或

　
　
い
は
一
人
の
養
と
性
、
散
じ
て
数
人
と
為
り
、
或
い
は
数
人
の
養
と

　
　
性
、
聚
り
て
一
人
と
為
る
。
…
故
に
尭
の
既
に
崩
じ
て
、
再
生
し
て

　
　
尭
と
為
ら
ず
。
桀
の
既
に
亡
び
て
、
再
生
し
て
桀
と
為
ら
ず
。
籍
し

　
　
其
れ
再
生
す
れ
ば
、
代
に
一
尭
に
し
て
国
に
一
桀
あ
り
。
清
聚
ま
る

　
　
者
は
、
中
人
を
積
み
て
賢
、
賢
を
積
み
て
聖
。
清
散
ず
る
者
は
、
聖

　
　
を
分
ち
て
数
賢
、
賢
を
分
ち
て
数
中
人
。
濁
散
ず
る
者
は
、
頑
を
分

　
　
ち
て
数
中
人
、
中
人
を
分
ち
て
数
賢
。
濁
聚
ま
る
者
は
、
賢
を
積
み

　
　
て
中
人
、
中
人
を
積
み
て
頑
。
…
要
は
方
往
し
て
方
来
の
際
、
或
い

　
　
は
聚
、
或
い
は
散
、
固
よ
り
以
て
樋
を
刻
み
て
遺
剣
を
問
う
べ
か
ら

　
　
ざ
る
な
り
。

と
言
う
。
こ
こ
に
お
け
る
清
濁
聚
散
の
形
式
的
な
分
積
相
続
そ
れ
自
体
は
、

た
と
え
個
人
的
に
は
遺
伝
の
事
を
解
せ
よ
う
と
も
、
荒
稽
と
言
わ
ざ
る
を

得
な
い
。
聖
頑
の
分
積
相
続
は
、
こ
の
よ
う
な
個
別
的
な
気
で
は
な
く
、

後
に
見
る
よ
う
に
人
間
社
会
の
歴
史
的
影
響
と
し
て
考
え
ね
ば
な
ら
な
い

も
の
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
か
し
、
こ
こ
で
多
種
多
様
な
相
続
の
可
能
性
を

認
め
る
こ
と
は
、
錯
雑
す
る
事
物
を
、
気
の
清
濁
以
外
の
他
の
実
体
に
よ

る
こ
と
な
く
、
説
明
し
つ
く
す
と
同
時
に
、
一
義
的
な
個
物
や
霊
魂
の
輸

回
循
環
の
如
き
決
定
論
的
思
考
を
排
除
す
る
こ
と
に
も
な
ろ
う
。

　
そ
し
て
、
王
夫
之
は
、
結
局
の
と
こ
ろ
は

　
　
往
の
或
い
は
来
た
り
、
来
の
必
ず
往
く
は
、
其
の
自
然
に
信
び
て
以

　
　
て
天
地
の
大
徳
と
為
す
べ
し
。
而
し
て
往
来
の
衝
、
聚
散
多
寡
の
際
、

　
　
理
数
の
無
心
に
聴
け
ば
、
所
謂
る
「
此
を
過
ぎ
て
以
往
の
者
」
な
り
。

と
、
個
別
的
な
気
稟
の
不
斉
や
気
化
の
災
祥
を
、
「
不
可
知
の
化
」
に
符
す

る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
は
、
彼
に
と
っ
て
い
わ
ば
賢
明
な
る
判
断

停
止
と
考
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
即
ち
人
は
た
と
え
聖
人
で
も
、
な
お
個

別
者
と
し
て
の
人
で
あ
り
、
全
知
な
る
神
の
如
き
存
在
で
は
な
い
。
そ
れ

ゆ
え
世
界
の
個
々
の
事
象
全
体
を
把
握
す
る
こ
と
は
不
可
能
と
い
わ
ざ
る

を
え
な
い
。
事
象
全
体
を
把
え
き
っ
た
と
思
う
の
は
、
往
々
に
し
て
世
界

を
倭
少
化
し
自
己
を
空
想
的
に
膨
脹
さ
せ
た
結
果
の
独
断
に
す
ぎ
ぬ
も
の

で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
こ
の
傲
慢
な
る
独
断
の
、
実
際
上
の
無
意
味
さ
と
無

効
性
は
、
絶
望
と
逃
避
の
消
極
的
な
人
生
態
度
を
生
み
出
す
、
と
王
夫
之

は
考
え
た
の
で
あ
る
。

　
　
之
を
知
ら
ん
と
欲
す
る
と
難
も
、
無
心
な
る
者
を
強
い
て
以
て
我
に

　
　
聴
か
す
能
わ
ず
。
徒
ら
に
眩
い
て
憂
え
、
憂
い
て
妄
を
召
く
。
固
く

　
　
將
に
其
の
往
を
悲
し
み
て
、
其
の
不
老
〔
注
7
〕
を
幸
い
と
せ
ん
と

　
　
す
れ
ば
、
生
老
病
死
、
皆
な
苦
な
り
。
將
に
情
を
滅
し
識
を
絶
し
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
お

　
　
長
策
を
無
生
に
居
か
ん
と
す
れ
ば
、
又
た
何
ぞ
之
を
知
る
を
貴
と
ば

　
　
ん
や
。

と
、
王
夫
之
が
個
別
的
情
況
へ
の
判
断
停
止
の
賢
明
さ
を
言
う
所
で
あ
る
。

と
は
い
え
、

　
　
必
ず
し
も
之
を
知
ら
ざ
る
も
、
聖
人
の
利
用
し
て
以
て
来
を
貞
し
て

　
　
往
を
善
く
す
る
は
、
固
よ
り
道
あ
り
。
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生
化
の
理
は
、
一
日
月
な
り
、
一
寒
暑
な
り
。
…
相
い
因
る
に
類
を

　
　
以
て
す
れ
ば
、
往
来
必
ず
貞
し
。

と
、
事
物
は
日
月
寒
暑
の
如
き
、
陰
陽
相
感
の
一
定
の
法
則
・
原
理
に
も

と
づ
い
て
展
開
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
個
々
の
事
象
全
体
は
知
ら
ざ
る
も
、

そ
の
法
則
・
原
理
に
大
凡
な
が
ら
も
人
の
よ
る
べ
き
あ
り
方
を
見
、
出
会

う
個
々
の
事
象
に
正
し
く
対
応
で
き
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
お
い
て
、
神

及
び
理
が
、
重
要
な
役
割
を
荷
う
こ
と
に
な
る
。

　
神
は
「
二
気
清
通
の
理
」
と
言
わ
れ
た
。
二
気
の
あ
り
方
を
示
す
神
は
、

そ
の
存
在
に
お
い
て
、
二
気
に
共
通
な
る
も
の
と
し
て
二
気
を
離
れ
ざ
る

も
、
な
お
「
不
可
象
者
」
と
し
て
存
在
す
る
が
、
そ
の
機
能
な
い
し
作
用

の
面
か
ら
見
れ
ば
、
二
気
の
存
在
を
統
一
支
配
す
る
者
と
言
え
よ
う
。
論

理
的
必
然
性
に
お
い
て
、
あ
り
方
は
、
あ
る
も
の
を
規
定
す
る
か
ら
で
あ

る
。
こ
の
意
味
に
お
い
て
、
神
は
、
運
動
変
化
し
現
象
化
し
て
や
ま
ぬ
気

、
に
対
し
て
、
無
形
の
本
体
に
擬
せ
ら
れ
、
論
理
的
な
根
元
者
と
し
て
の
位

置
を
占
め
る
こ
と
に
な
る
。

　
　
気
の
未
だ
太
虚
に
聚
ら
ず
、
希
微
に
し
て
見
る
べ
か
ら
ざ
る
が
故
に

　
　
清
な
り
。
清
な
れ
ば
、
有
形
有
象
な
る
者
、
皆
な
中
に
入
る
べ
し
。

　
　
而
し
て
抑
っ
て
形
象
の
中
に
入
り
て
、
行
か
ず
し
て
至
る
べ
き
は
、

　
　
神
な
り
。
－
其
の
人
に
在
り
て
、
太
虚
な
る
者
は
、
心
、
神
を
酒
む

　
　
な
り
。
（
太
和
篇
　
第
九
章
の
注
）

　
　
天
は
神
を
以
て
気
を
御
し
て
、
時
行
き
物
生
ず
。
人
は
神
を
以
て
物

　
　
に
感
じ
て
、
風
を
移
し
俗
を
易
う
。
神
な
る
者
は
、
物
の
神
に
感
じ

　
　
て
類
応
す
る
所
以
の
者
な
り
。
（
神
化
篇
　
第
四
章
の
注
）

　
勿
論
、
王
夫
之
は
極
カ
神
秘
化
を
排
除
す
る
の
で
あ
り
、
こ
の
神
の
支

配
者
的
性
格
も
、
自
然
界
な
い
し
自
然
現
象
に
お
い
て
は
、
全
体
的
調
和

へ
の
傾
向
と
し
て
現
わ
れ
る
の
み
で
あ
っ
て
、
天
地
の
ひ
た
す
ら
な
る
無

心
自
然
の
化
を
超
え
る
も
の
で
は
な
い
。
自
然
は
な
お
あ
る
べ
く
し
て
あ

り
、
な
る
べ
く
し
て
な
っ
て
い
く
し
か
な
い
も
の
な
の
で
あ
る
。
た
だ
個

別
者
と
し
て
、
陰
陽
気
化
の
不
斉
を
憂
え
ざ
る
を
得
ず
、
ま
た
気
化
全
体

に
つ
い
て
は
不
可
知
で
あ
ら
ざ
る
を
得
ぬ
人
問
は
、
し
か
し
ま
た
人
間
の

み
が
、
個
別
的
事
象
を
抽
象
化
し
て
、
事
象
全
体
に
通
貫
す
る
法
則
・
原

理
を
自
覚
・
認
識
し
、
自
然
現
象
に
対
し
て
主
体
的
能
動
的
に
活
用
す
る

こ
と
が
可
能
な
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
可
能
な
の
は
、
あ
く
ま
で
無
意
識
自

然
な
る
天
地
の
化
に
対
し
て
、
人
問
の
実
践
行
為
を
お
い
て
他
に
な
い
。

　
　
人
物
の
生
、
皆
な
細
縄
一
気
の
伸
聚
に
し
て
、
聖
人
と
雄
も
太
和
に

　
　
損
益
す
る
所
あ
る
こ
と
能
わ
ず
。
而
し
て
二
気
、
既
に
分
る
れ
ば
、

　
　
吉
凶
・
善
不
善
、
時
位
を
以
て
し
て
斉
し
か
ら
ず
。
聖
人
は
其
の
大

　
　
常
を
貞
し
、
神
を
存
し
て
以
て
気
を
御
す
。
則
ち
功
を
変
化
屈
伸
の

　
　
際
に
為
し
、
物
は
感
ぜ
ざ
る
な
く
し
て
、
天
も
亦
た
之
に
違
う
能
わ

　
　
ず
。
：
・
（
太
和
篇
　
第
二
十
二
章
の
注
）

と
、
孟
子
を
承
け
て
王
夫
之
は
言
い
、
ま
た

　
　
大
宝
は
位
に
在
り
て
、
聡
明
彊
力
の
任
ず
る
に
足
れ
ば
、
功
を
往
来

　
　
に
為
し
て
、
陰
陽
を
節
宣
す
る
は
、
其
の
人
に
存
す
。

と
■
易
』
の
「
（
神
而
明
之
）
存
乎
其
人
」
（
繋
上
第
十
二
章
）
を
引
い
て
言

う
所
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
「
人
之
徳
行
」
（
『
周
易
内
伝
L
繋
上
　
第
十

二
章
）
に
お
い
て
、
陰
陽
の
往
来
と
い
う
自
然
的
な
気
の
循
環
は
、
人
間

の
行
為
の
社
会
的
歴
史
的
影
響
力
を
受
け
て
新
た
な
る
展
開
を
し
て
い
く

の
で
あ
る
。
王
夫
之
は
、
右
の
文
に
続
け
て
、
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性
を
充
た
し
以
て
養
を
節
．
す
れ
ば
、
他
日
に
延
び
、
他
人
に
延
び
て
、

　
　
要
ず
余
清
あ
り
。
養
を
充
た
し
て
以
て
性
を
替
う
れ
ば
、
他
日
に
延

　
　
び
、
他
人
に
延
べ
て
、
要
ず
余
濁
あ
り
。
故
に
成
周
の
刑
措
は
百
年

　
　
に
し
て
、
哀
晋
の
五
胡
は
雲
擾
す
。
善
悪
の
積
に
亦
た
往
来
あ
り
て
、

　
　
率
ね
数
百
年
に
し
て
、
一
た
び
復
さ
ん
。

と
、
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
人
問
の
主
体
的
行
為
を
含
む
と
こ
ろ
、
単

な
る
気
の
循
環
・
輪
回
と
は
異
な
ろ
う
〔
注
8
〕
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な

人
間
の
営
為
が
、
歴
史
的
事
実
と
し
て
は
と
も
か
く
、
気
と
し
て
は
ど
こ

ま
で
説
き
つ
く
せ
る
か
は
、
や
は
り
疑
問
と
せ
ね
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

　
た
だ
王
夫
之
に
と
っ
て
最
終
的
に
重
要
な
こ
と
は
、
自
ら
主
体
的
な
人

間
と
し
て
生
き
て
あ
る
こ
と
を
自
覚
し
、
そ
の
よ
う
に
生
き
ぬ
く
こ
と
で

あ
っ
た
。
太
和
篇
　
第
三
章
の
総
論
で
は
、
そ
れ
が
善
な
る
も
の
の
み
へ

の
永
遠
と
い
う
、
い
わ
ば
要
請
と
し
て
語
ら
れ
、
こ
の
■
周
易
外
伝
L
で

は
、
以
下
の
如
く
、
現
在
の
我
を
始
原
者
と
す
る
現
実
へ
の
ひ
た
す
ら
な

る
道
徳
的
実
践
の
信
念
が
語
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　
　
必
ず
性
を
尽
く
し
て
、
天
下
の
生
を
利
し
く
す
。
我
よ
り
之
を
尽
く

　
　
し
て
、
生
じ
て
存
す
る
者
は
、
徳
、
我
に
存
す
。
我
よ
り
之
を
尽
く

　
　
し
て
、
化
し
て
往
く
者
は
、
徳
、
天
地
に
帰
す
。
徳
、
天
地
に
帰
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

　
　
て
、
清
な
る
者
、
既
に
我
に
お
い
て
拡
充
す
れ
ば
、
坤
益
す
る
所
あ

　
　
り
て
、
吝
留
す
る
所
な
し
。

　
　
他
日
の
生
、
他
人
の
生
、
或
い
は
聚
、
或
い
は
散
に
し
て
、
常
に
以

　
　
て
清
を
扶
け
て
濁
を
抑
え
れ
ば
、
来
世
と
群
生
に
公
た
り
。
：
・

　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、

　
　
且
つ
今
日
の
来
は
、
聖
人
の
珍
と
す
る
所
な
り
。
他
日
の
往
は
、
聖

　
　
人
の
慎
し
む
所
な
り
。
其
の
来
に
因
り
て
、
其
の
往
を
善
く
す
る
は
、

　
　
其
の
往
に
安
ん
じ
て
、
其
の
来
を
善
く
す
る
所
以
な
り
。
物
の
来
と

　
　
己
の
来
と
、
則
ち
何
ぞ
択
ば
ん
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
か
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

　
王
夫
之
は
ま
た
「
功
は
預
め
將
来
に
擬
ら
ず
し
て
、
事
は
必
ず
先
ず
今

日
に
崇
く
す
」
「
生
じ
て
は
形
色
を
践
み
、
没
し
て
は
政
教
に
存
す
れ
ば
、

徳
、
民
物
に
遍
く
し
て
、
道
、
天
地
に
崇
し
」
と
言
う
。
こ
の
よ
う
な
現

実
へ
の
ひ
た
す
ら
な
適
進
の
中
に
自
己
の
存
在
根
拠
と
安
心
の
確
立
を
求

め
て
ゆ
く
。
自
己
の
道
徳
的
実
践
は
、
必
ず
や
後
世
の
社
会
・
歴
史
の
中

に
意
味
あ
る
も
の
と
し
て
残
る
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
が
我
と
い
う
人
間
の
生

き
た
あ
か
し
と
な
る
。
と
は
い
え
自
己
の
存
在
が
い
わ
ば
気
化
の
偶
然
で

あ
る
よ
う
に
、
そ
の
実
践
が
ど
こ
で
か
な
え
ら
れ
実
を
結
ぶ
か
は
、
不
可

知
の
化
の
中
で
さ
だ
か
で
は
な
い
。
た
だ
自
ら
人
と
し
て
あ
る
こ
と
を
自

覚
し
、
人
と
し
て
生
き
ぬ
く
ほ
か
は
な
い
、
と
い
う
の
が
、
王
夫
之
の
い

っ
わ
ら
ざ
る
所
で
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
か
。

　
王
夫
之
に
お
い
て
は
、
善
気
悪
気
の
問
題
も
気
の
循
環
論
も
、
究
極
的

に
は
こ
の
よ
う
な
道
徳
的
実
践
の
根
拠
・
意
義
づ
け
と
い
う
文
脈
の
中
で
、

語
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。

　
　
　
ま
と
め
と
展
望

　
王
夫
之
の
思
想
を
解
明
す
る
た
め
の
キ
イ
ワ
ー
ド
が
気
で
あ
る
と
は
簡

単
に
言
え
な
い
事
で
あ
る
と
思
う
が
、
し
か
し
彼
の
世
界
観
に
お
い
て
、

重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
る
こ
と
は
疑
い
な
い
。
王
夫
之
の
気
は
、
物
質
・

自
然
・
人
間
・
社
会
・
歴
史
等
々
、
全
世
界
を
二
兀
的
に
説
き
得
る
根
元

的
な
存
在
で
あ
っ
た
。

　
さ
て
、
王
夫
之
の
『
張
子
正
蒙
注
』
太
和
篇
第
三
章
の
注
は
、
稚
文
甫
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氏
ら
に
よ
っ
て
次
の
点
で
疑
義
さ
れ
る
。
即
ち
、
ω
気
に
善
悪
治
乱
が
あ

り
う
る
の
か
、
と
②
そ
の
よ
う
な
善
悪
治
乱
の
気
が
永
遠
で
あ
り
う
る
の

か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
後
者
は
第
四
章
で
は
「
尭
舜
の
神
・
桀
村
の

気
」
と
換
言
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
全
体
に
関
連
す
る
基
本
的

問
題
と
し
て
、
③
物
質
的
な
自
然
の
気
に
、
人
間
的
精
神
的
社
会
的
現
象

を
根
拠
づ
け
て
よ
い
で
あ
ろ
う
か
、
と
い
う
所
謂
自
然
主
義
的
誤
り
に
近

接
す
る
問
題
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
批
判
に
つ
い
て
、
必
ず
し
も
そ
の
全
て

が
妥
当
で
あ
る
と
は
思
わ
れ
な
い
が
、
し
か
し
ま
た
王
夫
之
自
身
に
、
疑

義
を
招
く
よ
う
な
混
乱
が
あ
る
こ
と
も
確
か
で
あ
る
。
以
下
、
本
稿
の
内

容
を
ま
と
め
つ
つ
、
若
干
の
展
望
を
付
し
て
お
き
た
い
。

　
ま
ず
第
一
点
と
し
て
、
①
王
夫
之
の
言
う
善
悪
は
宋
学
一
般
の
気
質

（
気
化
・
気
稟
・
才
気
）
の
偏
を
意
味
す
る
。
そ
れ
は
気
化
の
災
祥
や
資
質

の
美
悪
等
、
人
間
に
と
っ
て
好
ま
し
い
か
否
か
と
い
う
一
般
的
な
意
味
で

の
価
値
判
断
で
あ
り
、
所
謂
道
徳
的
行
為
に
お
け
る
善
悪
よ
り
も
遥
か
に

幅
の
広
い
内
容
を
も
つ
価
値
の
概
念
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
は
今
日
、

我
々
が
日
常
的
常
識
的
に
用
い
て
い
る
、
良
し
悪
し
の
語
と
大
し
て
か
わ

ら
な
い
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
先
の
③
の
問
題
と
関
係
す
る
が
、
最
終

的
な
も
の
の
考
え
方
と
し
て
、
自
然
存
在
に
対
し
て
も
こ
の
よ
う
な
価
値

判
断
を
用
い
な
け
れ
ば
、
人
間
の
営
為
ル
至
人
類
の
歴
史
の
意
義
を
解
く

こ
と
が
で
き
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
第
二
点
と
し
て
②
万
物
は
神
気
合
一
。
陰
陽
合
一
の
太
和
の
秩
序
の
下

に
存
在
し
て
い
る
が
、
種
類
の
相
違
・
資
質
の
美
悪
な
ど
の
多
種
多
様
な

個
別
性
を
も
っ
た
事
物
の
存
在
は
、
気
化
の
流
行
の
結
果
で
あ
る
。
清
濁

陰
陽
に
帰
結
す
る
善
気
・
悪
気
は
、
こ
の
個
別
雑
多
な
事
物
の
区
別
・
差

別
の
存
在
及
び
秩
序
q
原
型
な
い
し
原
理
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
神

気
・
陰
陽
清
濁
・
善
気
悪
気
等
を
存
在
の
根
元
と
し
て
定
立
す
る
こ
と
な

し
に
、
こ
の
多
様
に
し
て
か
つ
秩
序
を
も
っ
た
世
界
が
説
明
で
き
な
い
か

ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
に
不
変
的
な
る
も
の
が
存
し
、
ま
た
こ

の
気
以
上
の
気
を
主
宰
す
る
有
意
志
的
存
在
を
認
め
な
い
こ
と
は
、
ま
た

論
理
上
、
二
元
的
相
対
論
な
い
し
壊
疑
論
さ
ら
に
道
徳
的
に
は
ニ
ヒ
リ
ズ

ム
な
ど
の
よ
う
な
問
題
を
招
来
し
か
ね
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
③
し
か
し
王
夫
之
は
、
自
明
の
如
く
儒
家
と
し
て
孟
子
性
善
説
を
受
容

し
張
載
の
変
化
気
質
の
説
に
よ
っ
て
、
人
で
あ
れ
ば
誰
で
も
聖
人
の
可
能

性
を
持
っ
て
い
る
こ
と
を
楽
天
的
に
説
く
。
王
夫
之
が
卓
論
と
自
負
す
る

性
命
日
生
論
は
、
本
稿
で
は
触
れ
得
な
か
っ
た
が
、
こ
の
変
化
気
質
が
可

能
で
あ
る
こ
と
を
よ
り
強
化
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
無
心
自
然
の
化
を
荷

い
清
濁
不
可
変
と
さ
れ
て
い
る
気
も
、
唯
一
所
与
と
形
亡
、
つ
ま
り
生
と

死
の
間
の
「
有
生
」
に
お
い
て
の
み
、
い
わ
ば
開
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
そ
し
て
、
こ
の
有
生
の
「
行
っ
た
所
の
清
濁
善
悪
」
（
動
物
篇
第
一
章
の

注
）
の
行
方
に
つ
い
て
は
、
永
遠
性
を
主
題
と
し
つ
つ
、
二
様
に
説
か
れ

る
。
A
は
歴
史
的
影
響
を
最
終
論
拠
と
す
る
善
気
悪
気
の
並
存
で
あ
る
。

こ
れ
は
遡
れ
ば
多
様
な
世
界
の
存
在
根
拠
と
し
て
の
二
元
に
照
応
す
る
も

の
で
あ
ろ
う
。
B
は
、
い
わ
ば
道
徳
か
ら
の
要
請
と
し
て
の
善
気
の
永
存

と
悪
気
の
消
滅
で
あ
る
。
こ
れ
は
遡
れ
ば
性
善
の
存
在
根
拠
と
し
て
の
太

和
と
い
う
世
界
の
本
来
的
調
和
性
に
照
応
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
A

B
両
者
は
、
表
現
上
や
は
り
不
一
致
で
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
ま
い
。
そ

し
て
又
両
者
は
た
と
え
二
律
背
反
で
あ
ろ
う
と
、
人
問
生
存
の
真
実
と
言

え
る
か
も
し
れ
な
い
。
い
わ
ば
前
者
は
主
と
し
て
存
在
～
事
実
を
説
き
、
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後
者
は
実
践
～
理
念
を
説
く
と
言
え
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
王
夫
之
は

B
を
重
視
す
る
。
即
ち
気
の
善
悪
は
美
悪
の
偏
に
他
な
ら
ず
、
変
化
気
質

の
可
能
性
も
太
和
へ
の
志
向
も
拒
否
す
る
も
の
で
は
な
い
。
し
か
も
気
化

の
全
体
に
つ
い
て
は
、
結
局
不
可
知
の
化
に
封
じ
こ
め
ら
れ
、
問
題
は
歴

史
的
永
遠
性
を
願
望
す
る
中
で
の
現
実
の
人
問
的
実
践
に
収
敏
さ
れ
る
の

で
あ
っ
た
。

　
と
こ
ろ
で
最
後
に
、
気
に
お
け
る
所
謂
物
質
と
精
神
の
問
題
に
つ
い
て

ご
く
簡
単
に
触
れ
て
お
き
た
い
。
王
夫
之
に
お
い
て
、
気
は
確
か
に
世
界

を
構
成
す
る
物
質
的
存
在
で
あ
る
。
し
か
し
、
も
し
気
が
価
値
に
全
く
無

機
的
存
在
で
あ
る
と
し
た
ら
、
世
界
観
と
し
て
気
論
を
堅
持
す
る
こ
と
は
、

所
謂
ラ
プ
ラ
ス
の
魔
の
よ
う
な
決
定
論
や
運
命
論
の
危
険
が
つ
き
ま
と
う

こ
と
に
な
ろ
う
。
王
夫
之
の
場
合
、
人
問
の
実
践
と
気
の
様
態
と
の
関
係

が
未
だ
短
絡
的
で
は
あ
る
が
、
し
か
し
世
界
に
お
け
る
人
問
の
道
徳
的
行

為
を
保
障
す
る
も
の
と
し
て
、
自
然
と
倫
理
は
切
り
離
す
わ
け
に
は
い
か

な
か
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

〔
注
ユ
〕
王
夫
之
の
鬼
神
論
に
つ
い
て
；
日
の
べ
て
お
く
。
彼
の
鬼
神

論
の
問
題
点
は
、
彼
が
無
鬼
論
を
説
か
ず
に
鬼
神
を
実
在
す
る
と
認

め
る
と
こ
ろ
に
あ
る
と
言
う
よ
り
も
、
む
し
ろ
鬼
神
の
存
在
の
論
拠

　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

と
し
て
「
易
日
『
知
鬼
神
之
情
状
。
」
然
則
鬼
神
之
有
情
有
状
、
明

実
。
」
（
侯
解
）
な
ど
、
経
書
の
権
威
を
持
ち
出
す
こ
と
に
あ
ろ
う
。

こ
れ
は
経
学
的
論
証
と
も
い
う
べ
き
も
の
で
、
今
日
か
ら
見
れ
ば
同

語
反
復
な
い
し
論
点
先
取
の
誤
り
に
属
す
る
可
能
性
が
あ
ろ
う
。

〔
注
2
〕
王
夫
之
は
ま
た
「
万
物
霊
頑
之
不
斉
・
気
運
否
泰
之
相
乗
、

天
之
神
化
広
大
、
不
能
択
其
善
者
、
而
已
其
不
善
者
。
故
君
子
或
窮
、

小
人
或
泰
。
各
因
其
時
而
受
之
。
」
（
誠
明
篇
第
十
六
章
の
注
）
と
も

言
っ
て
い
る
。

〔
注
3
〕
『
程
氏
遺
書
L
巻
二
上
に
お
い
て
「
事
有
善
有
悪
、
皆
天
理
也
。

天
理
中
物
、
須
有
美
悪
。
蓋
物
之
不
斉
、
物
之
情
也
。
但
当
察
之
、

不
可
自
入
於
悪
、
流
於
一
物
。
」
と
言
う
。

〔
注
4
〕
な
お
善
気
・
悪
気
の
善
悪
が
、
直
接
に
は
美
悪
を
指
す
と
し

て
も
、
資
質
の
美
悪
は
智
愚
・
賢
不
肖
と
し
て
、
全
体
的
普
遍
的
調

和
へ
の
配
慮
・
見
通
し
を
欠
い
た
欲
望
を
制
御
す
る
こ
と
の
能
・
不

能
と
し
て
、
単
な
る
知
的
能
力
よ
り
も
む
し
ろ
道
徳
的
能
力
を
主
と

し
て
指
す
の
で
あ
り
、
勿
論
の
こ
と
道
徳
的
善
悪
と
密
接
な
関
係
を

も
っ
て
い
る
。

〔
注
5
〕
後
藤
俊
瑞
『
朱
子
の
実
践
哲
学
』
二
六
七
頁
～
二
六
九
頁
・

二
九
五
頁
、
島
田
度
次
『
朱
子
学
と
陽
明
学
L
八
四
頁
～
八
六
頁
、

等
参
照
。

〔
注
6
〕
以
下
、
注
記
な
き
引
用
文
は
、
す
べ
て
本
章
に
よ
る
。

〔
注
7
〕
中
華
書
局
本
は
「
不
老
」
を
「
不
来
」
に
改
訂
す
る
。

〔
注
8
〕
こ
こ
で
言
う
数
百
年
を
サ
イ
ク
ル
と
す
る
形
式
的
な
一
治
一

乱
も
、
■
思
問
録
外
篇
』
で
は
「
治
乱
循
環
、
一
陰
陽
動
静
之
幾
也
。

今
云
乱
極
而
治
、
猶
可
言
也
。
借
日
治
極
而
乱
、
其
可
乎
。
…
方
乱

而
治
人
生
、
治
法
未
亡
、
乃
治
。
方
治
而
乱
人
生
、
治
法
弛
、
乃

乱
」
と
一
言
わ
れ
る
如
き
、
個
別
情
況
下
に
お
い
て
は
主
体
的
人
間
が

荷
っ
て
い
る
も
の
で
あ
っ
た
。
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